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Intramolecular oxidative aromatic coupling of 3,6-bis(m-terphenyl-2’-yl)-1,8-

diphenylcarbazole afforded a bis(quaterphenyl)-fused carbazole, which was converted into a 
boron-containing π-extended azahelicene. The three-coordinate boron species binds a fluoride 
anion via a structural change to the four-coordinate boron species, which was converted back 
to the parent three-coordinate boron species with Ag+. Thus the chiroptical switch between the 
three-coordinate boron and four-coordinate boron species has been achieved via the ion 
recognition with the change in the color and glum values. 
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我々は 3,6 位にビフェニル基を導

入したカルバゾールの酸化的縮環

反応によるアザヘリセン合成に成

功しており 1,2)、最近 m-ターフェニ

ルを導入した基質からπ拡張アザ

ヘリセン 1が得られることを見出し

た。そこで 3,6位にm-ターフェニル、

1,8 位にフェニル基を導入したカル

バゾールの酸化的縮環反応を行っ

たところ、さらにπ拡張した 2が得

られた。続いて 2 に BBr3 を作用さ

せることで 2B を得た。本発表では

これらの合成および 2B へのアニオ

ン添加によるキラル光学特性の変

化、ならびにスイッチング挙動について発表する。 
2B へ TBAF を添加して NMR 測定したところ、４配位ホウ素種[2B·F]–の生成が示

唆された。UV および FL スペクトルにおいて長波長シフトが確認され、滴定実験に

より会合定数 Ka は 1´105 M–1 と求まった。光学活性な 2Bの glum 値が 4.7´10–4 であっ

たのに対してアニオン添加により 1.7´10–3 と 3.6 倍の値を示した。また[2B·F]–は Ag+

添加により元の３配位ホウ素種 2Bに戻ることも分かり、2Bと[2B·F]–間において CPL
の波長と glum値の変化を伴うスイッチングにも成功した。3) 
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